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  級位者の入会につい  

子ども囲碁教室に携わって 
                 碁楽連子ども囲碁教室担当 

                      台町寿囲碁同好会     三上 靖宏 
平成 14年 5月東浅川保健福祉センター館長さんから、テレビで「ヒカルの碁」という囲碁を
テーマにした番組が放映されていて、囲碁に興味を持つ子どもさんが多くなってきた。 
学校が5日制となり、土曜日が休みになったので、囲碁を習いたいという子供さんたちが増え
てきたので、土曜日の午前中に「子ども囲碁教室」を開設したい。お手伝いをお願いしたいと、

碁楽連に相談があり、6月 1日開設に向け諸準備を開始（教科書つくり、九路盤つくり、講師の
お願い等々）大変でしたが、何とか間に合わすことが出来ました。 
初回の教室には、宣伝が行き届いたの

か、幼稚園生から中学校 3年生が 20人
ほど集まり講師たちが大忙しでした。 
解説用大碁盤を使い、石の取り方から

活き死を講義し、各講師の所で理解度（棋

力）を（2面打ち、3面打ちで）確認し、
棋力別に分け、九路盤を使い受講者同士

で対局させました。毎回先着順受付制の

ため、受講者は固定していないので、始

めての方、続けての方等で、指導方法に

苦労しました。指導には「しつけ」に重

点を置き、対局前後の挨拶「お願いしま

す」「ありがとうございました」、着手が決まってから石を持つ、待った、はがし、助言は禁止等々

厳しく指導させていただいています。付き添ってきたご家族の方が教室内にいても対局態度の悪

い子には注意をしています。 
平成15年度は73名の受講者がありましたが、最近では、初めての方が減少し、続けて受講され
ている方が主で、1９年度では、７名と少なくなりました。会員の方のお孫さんやそのお友達で
囲碁に興味のある方がおられましたら、ぜひ、受講を勧めて下さい。 

碁楽連の目的 
碁楽連は、八王子市内に居住する高年

者が、囲碁を通じて親睦を図り、かつ、

健康を維持できるようにその機会を提供

し、高年者の福祉の増進に寄与すること

を目的とする。 
 

http://www.shiminkatudo-hachioji.jp/gorakuren/ 
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日 時  平成19年8月19日（日）  受付 午前9時00分～9時30分         
会  場  由井市民センター（片倉町702-1    電話 635-8028） 

主 催  由井寿囲碁同好会（会長 養田高尾    電話 642-4075） 

後  援    八王子市、八王子市教育委員会 

参加資格   八王子市に在住している60歳以上で10級以上の囲碁愛好者    

参 加 費   ８００円（弁当代を含みます。碁楽連会員は７００円です。） 

競技方法    ２ないし３のクラス別に行い入賞者に賞品を進呈します。 

申 込 先  会長  養田高尾     子安町2-35-20 電話 642-4075 

申込期日    平成１9年8月12日  

申込方法  なるべく所属同好会の会長を通して申し込んでください。  

注意事項   ①自家用車でのご来場はなるべくご遠慮ください。 

      ②失格にならないように定刻においでください。 

    

日 時  平成19年9月9日（日）  受付 午前9時00分～9時30分         
会  場  由木中央市民センター（下柚木2-10-6   電話 676-8123） 

主 催  由木寿囲碁同好会  （会長 杉渕 清   電話 670-8733） 

後  援    八王子市、八王子市教育委員会 

参加資格   八王子市に在住している60歳以上で10級以上の囲碁愛好者    

参 加 費   ８００円（弁当代を含みます。碁楽連会員は７００円です。） 

競技方法    ２ないし３のクラス別に行い入賞者に賞品を進呈します。 

申 込 先  副会長  穂積宏易     長沼町134-79  電話 635-9583 

申込期日    平成１9年9月2日  

申込方法  なるべく所属同好会の会長を通して申し込んでください。  

注意事項   ①自家用車でのご来場はなるべくご遠慮ください。 

      ②失格にならないように定刻においでください。 
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参加者数４３名（ 大和田２１、恩方１、中野１、由井３、台町1、北野１６ ） 

Ａクラス(５段～４段・参加者１４名)        Ｃクラス（初段以下・参加者１３名） 
優勝  若林近生 ５段/北野 ６段に昇格       優勝    上野義臣 1級/大和田 初段に昇格 
準優勝 石坂慶通 ５段/北野            準優勝 大里 宏 初段/大和田 
第３位 秀島照次 ４段/大和田           第３位  山中 茂 3級/大和田 
Ｂクラス(３段～２段・参加者１６名)         
優勝  鈴木浩治 ２段/大和田 ３段に昇格      
準優勝 河津秀雄 ３段/北野            
第３位 館内 茂 ２段/北野             

参加者数４５名（ 石川1３、恩方１、大和田７、北野１３、長房３、非会員８ ） 

Ａクラス(６段～４段・参加者１４名)        Ｃクラス（初段以下・参加者１５名） 
優勝  松本健彦 ６段/石川            優勝    田村 強 初段/石川 ２段に昇格 
準優勝 松島祐造 ４段/石川            準優勝 市村光彦 初段/石川 
第３位 中村順二 ４段/石川            第３位  藤井定雄 ５級/非会員 
Ｂクラス(３段～２段・参加者１６名)         
優勝  古屋常男 ２段/北野 ３段に昇格      
準優勝 仲川健治 ２段/非会員            
第３位 河津秀雄 ３段/北野           

平成19年7月1日開催 

平成19年7月22日開催 
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恩方   ８勝   五十嵐寛７段    小池晴高６段    五十棲健一５段 

  苫米地憲昭４段   長尾昌彬２段    小峰貞雄初段 

 浅川  １０勝   下重利雄6段     吉開孝之５段    岸村 佐４段 

  永坂道雄３段     網野修助２段    上田昭雄初段 

 元八王子１５勝   山下則文６段    中村幸雄５段     長島 廣４段 
  庄司則幸４段     高橋重二３段    石田 豊2級 

 大和田  ３勝   豊田弘伯５段     八木義光４段     岡本昭二４段 

  後藤徳夫２段     大里 宏初段     渡辺 清３級 

 中野    勝     

   都合により、９月２３日に延期になりました。 

 台町      勝    結果は後日報告します。 

    

 由井   ９勝   光岡宏志7段   養田高尾６段   山崎修路４段 
佐々木胖光3段  渡辺己三男３段  斉藤隆男2段 

北野   ９勝   山本三好５段   高野道行５段   山本金昭4段 
  古屋常男２段    田中駒男2段   中岡 誠初段 

由木   ８勝  信江 俊７段     大場芙美夫７段    三田 優５段  

   奥山武平３段     唐木 伸２段      長島建治3級 

長房  １０勝   佐藤要吉６段      中村幸男５段      安西 実４段   

   藤森 茂３段      森久保啓二３段  斉藤吉明2段 
（註）主催チームを上段に記載した。 

 

  1 2 3 4 5 勝率 順位 

  5/13 6/10,20 7/8 9/2 10/7    

級位者延

出場者数 

同左年間

目標 

浅川 1 1  1     １ 1 2 1 

恩方 1 0.5 0      0.5 4 0 1 

元八王子 ― 0 1      0.5 4 2 4 

中野 0 ―       0 10 0 1 

大和田 1 0.5  0     0.5 4 2 5 

石川 1 1 ―      1 1 0 1 

由井 0 1 0.5      0.5 4 0 1 

台町 0 0.5       0.25 8 1 4 

由木 0 0 0      0 10 1 4 

北野 0 0 0.5      0.17 9 0 2 

長房 1 0.5 1      0..83 3 0 2 

 
 

平成 19年度第 3回 7月8日開催 
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碁楽連が協力して、中央公民館が主催する「子どもはじめての囲碁教室」への、参加募 
集が届きました。ご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

日時  8月22日（水）23日（木）24日（金）25日（土）午後２時～午後４時 

場所  クリエイトホール９階和室 

対象  小・中学生 

受講料 無料 

申込み 往復はがきに 

講座名・住所・氏名・電話番号・学年 返信面のあて名を記入 

８月１０日(金)まで 

〒192-0082東京都八王子市東町５－６ 八王子市生涯学習センター 

講師  三上靖宏、真田誠次、松田礼治 

碁楽連の方は勿論、お知り合いの方に是非ＰＲ下さい、多数の参加をおまちしています。 

 

 

お知らせ 
 
１． 台町寿囲碁同好会の会長が代わりました。 
    新会長 ： 渋谷 昭男  散田町3-34-3  電話663-7676 

お知らせが遅れ申し訳ございません。宜しくお願いいたします。 
 
２．地区団体対抗囲碁会での昇格者   
    今年度第３回の地区団体対抗囲碁会で長房寿同好会所属の藤盛茂３段(新４段) は    

  ３勝し、昨年度からの通算成績が９勝０敗となったので、昇格しました。 

 

 

お願い 
 
東浅川保険福祉センターの施設使用料減免等に係る高齢者団体の登録の際に、構成会員 

 名簿に各会員の個人利用登録証の利用証番号を記入するようになっています。利用証を持  
 っている方は各囲碁同好会の会長さんへ利用証番号を知らせてください。なお、未だ利用 
 登録をしていない方は機会をみて登録してください。 
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        芸に遊ぶ－囲碁と生きがい 
 

       碁楽連副会長・石川寿囲碁同好会会長 勝山 恭男 
最近は人間の寿命が著しく伸び、長寿社会の到来といわれている。WHOの最近の発表によ 
ると、日本人の平均寿命は男性７９歳、女性８６歳となり、世界で一、二を争う長寿国である 
という。 
 かつて人生５０年といわれた時代は過ぎ去って、いまや人生８０年の時代に入ったことにな 
る。長寿社会の到来にともなって、定年や年金をはじめ介護、医療等など多くの問題が生起し 
ている。とりわけ高年者の生活のあり方や社会的貢献のあり方は重要な社会問題になっている。 
 ｢寿命は天からの授かりもの｣といわれるが、高年者として、授けられた寿命を大切にし、健 
康で意義のある人生を享受したいものである。 
 そのためには、①自主自立の気概をもつ ②強い意思をもって活動的に暮らす ③人生の目 
的となるような奉仕や仕事をする ④打ち込める趣味をもつ ⑤人の役に立つように努める  
等の条件が不可欠であるといわれる。 
 幸いに趣味として囲碁を楽しむことは、これらの条件を満たすうえできわめて有効である。 
囲碁は４０００年の遠い昔から私達の先祖によって打ちつがれてきたゲームである。上は一天 
万乗の君から、著名な高僧、将軍、武将、政治家、実業家に愛され、下は名もない庶民に至る 
まで多くの人びとをその魅力のとりこにしてきた。現在わが国の囲碁愛好者はおよそ一千万人 
数えるるといわれる。中国、韓国、台湾でも盛んだが、欧米諸国でも愛好者が増え､国際的に高 
く評価されている。 
 日常のつまらない雑念を離れて､無心に碁を打つのは楽しいことである。また、碁敵というか 
けがえのない友人も出来る。まして｢芸に遊ぶ｣というほどに囲碁三昧に入れば至福のきわみで 
あり、人生の生きがいともなる。 
生きがいの探求の一つとして、碁楽連の仲間と共にいつまでも碁を打ちつづけていきたいも 
のである。 
 
 

       碁楽連活動に思う 
碁楽連ホームページ担当 
石川寿囲碁同好会    松田 礼治  

これからの（超）高齢社会では高齢者が社会貢献をしないと社会はもちません。サクセスフ 

ル・エイジングという言葉がよく使われます。①長寿で、②質の高い生活をし、③社会貢献     
（プロダクティビティ）をする事のようです。私たちは元気に市民センターに通い碁を楽しん 
でいます。したがって①②の条件は満たしていますが更に③社会貢献もする必要があります。 
今回の出前囲碁講座、定例の子ども囲碁教室、市民文化祭囲碁大会等、外部に積極的に働き 
かけ、社会に貢献する事が大切です。 
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平成１９年６月２３日 (土) 実施 

Ⅰ．報告事項 
文化連盟へ下記三項目を依頼 

①．市広報へ掲載する11月3日の市民囲碁大会の参加募集要項。 
②．文化連盟の広報「八王子文化」へ柚木地区大会と、長房地区大会への参加募集。 
③．同上、級位者囲碁研修会への参加者募集要項。 

 
 
Ⅱ．協議事項 
①． 次年度の行事計画を早く決定するために、規約第８条（総会）を下記の通り改正する。 
 
                   記 
現行条文 改正条文 
第8条（総会） 
２ 定例の総会は、毎年4月に開催するもの
とし、前年度の決算及び当該年度の予算を審

議し並びに会長及び理事を選任するほか、必

要な議案を決定する、 

第8条（総会） 
２ 定例の総会は、毎年3月に開催するもの
とし、当該年度の決算及び次年度の予算を審

議し並びに会長及び理事を選任するほか、必

要な議案を決定する。 

改正理由 
１． 現在、事業開催のための会場確保が徐々に困難になりつつあり、できるだけ早く次年 
 度の計画を作成・決定して会場の確保を期する。 
２．4月に開催している地区大会にも、当該年度の制度を適用できるようにする。 

 
※ 規約改正は、総会での議決事項となっていますが、今年度については、上記の改正条項 
 を前倒しで適用させていただき、２０年３月に総会を開催し、そこで正式に案件として検 
 討し決定いたします。 

 
②．第57回八王子市民文化祭囲碁大会要綱 

日  時 平成19年11月3日（土・祝日） 午前９時～午後５時 
会  場 八王子市民会館 3階 第５・６会議室 
主  催 八王子市  八王子市民文化祭実行委員会 
後  援 （財八王子学園都市文化ふれあい財団 
協  賛 八王子文化連盟 
主  管 八王子の碁を楽しむ活きいき連合（碁楽連） 
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 大会要領 S組六段以上・A組三段以上・B組初・ニ段・C組級位者  
          各組ともハンデ戦、スイス方式4回対局・互戦６目半出し                

参加資格 市内在住・在勤・在学者・子どもさんから高齢者の男性・女性   
       但し、先着120名まで 

    参加費  １,０００円 （中学生以下は５００円） 
連絡先  碁楽連 渕上和男  電話 ６５１－３２１１ 

 
③．八王子市市民文化祭囲碁大会役割分担 

Ⅰ．関係資料作成準備           三浦理事 
（対局票・食券・組合わせ表） 

２．碁盤・碁石・手合い時計準備      石田理事 
 
           
３．会場設営・方付け           役員全員       
４．受付                 勝山副会長 他 
５．対局進行               渕上担当理事 他 
６．審判・指導              永安技術顧問 
７．賞状・筆耕              三浦・望月・荒井氏 
８．賞品                 望月理事 
９．昼食・お茶              望月理事 
10．大会総括進行             三浦理事・真辺会長 
11．会計報告・事務処理          望月理事・磯部理事 

 
以上 

 
 
 

 
 

                                        
会報１９０号の望月理事、本号の勝山副会長、松田さんの投 
稿に、世のため、人のために尽くしたいとありますが、改めて 

感銘をうけました。また、子ども囲碁教室の開講にご尽力された三上さんをはじめ 講 
師の方々のご苦労に敬意を表します。碁楽連、地区寿同好会も多くの方々に支えられ今 
日があるとおもいます。 
 微力ながら碁楽連のため、尚一層努めていきたいと気持ちを新たにしています。 
    


